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集

刷

敬
老
の
日
を
明
日
に
ひ
か
え
た
去
る
9
月

日
日
、
町
で
は
一
足
先
き
の
敬
老
会
を
、
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
今
年
も
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

当
町
に
は
叩
オ
以
上
の
お
年
寄
り
の
方
が

一
、
六
五
九
名
(
男
六
一
四
名
・
女
一
、

O
四

五
名
)
お
い
で
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
日
を

楽
し
み
に
お
待
ち
に
な
っ
た
人
々
が
続
々
と

来
場
さ
れ
、
定
刻
の
叩
時
に
は
、
セ
ン
タ
ー

自
慢
の
大
ホ
l
ル
も
満
席
と
な
り
、
接
待
の

奉
仕
に
出
ら
れ
た
町
婦
人
会
の
人
々
や
町
の

関
係
職
員
も
大
わ
ら
わ
で
し
た
。

敬
老
会
は
竹
内
前
長
の
長
寿
の
お
祝
い
の

挨
拶
で
式
が
始
ま
り
、
ご
来
場
の
お
年
寄
り

を
代
表
し
て
大
賞
い
し
(
八
九
)
さ
ん
(
神
山
町

二、

0
0
一
)
に
、
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

き
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
大
洗
町
名
誉
町
民
の
小
幡
五
朗

県
議
会
議
員
、
加
藤
清
前
師
長
の
お
二
人
を

は
じ
め
、
深
作
章
一
雄
町
議
会
議
長
・
大
谷
巌

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
ら
来
賓
の
祝
辞

が
あ
り
式
典
を
終
了
、
お
待
ち
か
ね
の
演
芸

の
部
に
入
り
ま
し
た
。
演
芸
は
特
別
出
演
の

水
戸
祐
二
き
ん
に
よ
る
歌
や
お
ど
り
の
シ
ョ

ー
に
は
じ
ま
り
、
門
下
の
町
の
お
年
寄
り
の

演
芸
や
更
に
は
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
よ
る
敬

老
芸
能
発
表
会
が
あ
り
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
磯
浜
小
学
校
の
4
・
5
・6

年
生
の
合
鴨
居
の
賛
助
出
演
が
あ
り
、
始
ま

る
前
、

6
年
生
の
桜
井
典
代
ち
ゃ
ん
か
ら
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
さ
ん
は
な
ご
や
か
な
、
楽
し

い
盛
沢
山
の
催
し
に
充
分
満
足
さ
れ
た
様
子

で
し
た
。

お元気でなによりです
竹内需長高齢者連合観

おばあさ予ん、

竹
内
町
長
は
敬
老
の
臼
に
先
立
っ
て
、
去
る
9
月
ロ
呂
、
町

内
の
長
寿
者
の
う
ち
、
大
賞
ふ
く
(
八
九
)
さ
ん
(
磯
浜
町
一
、
一

八
一
二
)
の
お
宅
を
訪
問
し
、
記
念
品
を
贈
り
慰
問
さ
れ
ま
し

た。
大
賞
さ
ん
は
多
趣
多
芸
の
お
ば
あ
さ
ん
で
、
ピ
ア
ノ
、
書

道
、
お
茶
、
英
会
話
、
絵
、
民
謡
等
い
ろ
い
ろ
手
が
け
、
ピ
ア

ノ
に
あ
っ
て
は
位
歳
か
ら
は
じ
め
、
今
ま
で
に
3
回
の
発
表
会

主
克
己
、
書
道
も
町
で
主
催
す
る
芸
術
文
化
祭
に
出
品
し
、

数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
元
気
な
お
ば
あ
さ
ん
で
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
す
ご
し
下
さ
い
。

年
寄
り
の
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
更

に
、
健
康
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
お
祝
い
の
ロ
聞
を
お
贈
り
す
る
も
の

で
、
今
年
は
次
の
5
名
の
方
々
を
選
ぴ
、

高
崎
会
長
、
関
根
富
美
雄
社
会
奉
仕
委

員
長
、
山
崎
正
幹
事
が
ご
慰
労
し
ま

し
た
。い

つ
ま
で
も

お
元
気
で
長
生

き
し
て
下
さ
い
。

去
る
9
同
月
日
日
の
敬
老
の
日
に
、
大

洗
ロ

i
タ
リ
i
ク
ラ
ブ
(
高
崎
誠
寿
会

長
・
会
員
幻
名
)
で
は
恒
例
の
高
齢
者

お
祝
い
訪
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
ク
一
ス
フ
恒
例
の
行
事
で
、

長
い
間
社
会
に
賞
献
し
て
こ
ら
れ
た
お

榔
万
二
郎
守
口
問
)

加
瀬
き
よ
(
寺
6
時一

一
ニ
代
と
め
協
の
法

檎
山
ケ
サ
(
常
澄
村
)

久
米
栄
吉
(
常
痘
村
)

五
十
八
年
慶
大
洗
長
寿
番
付

昭和58年9月15日現筏

長
寿
者
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

勧

進

元

大

洗

町

・

大
洗
町
家
伎
の
八
八
歳
(
米
寿
)
以

上
の
方
を
相
撲
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
」
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
〈
敬
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略
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滋
引
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中
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司
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司
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地
元
に
高
校
を
/
と
、
古
い
時
代

か
ら
の
町
民
の
宿
願
が
笑
っ
て
、
昭

和
的
年
4
月
、
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
長

峰
の
地
に
県
立
大
洗
高
等
学
校
が
都

立
さ
れ
ま
し
た
が
、

B
T
や
叩
年
の
恩
一

霜
を
経
た
今
日
、

7
留
に
わ
た
っ
て

て
二
四
郎
名
の
卒
業
生
を
世
に
送

り
だ
し
、
ま
た
そ
の
問
、
校
内
施
設

設
備
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
熱
情
あ

~'\ 

監葉駅3事事事英語スピーチコンテスト

栗原寿美子(2引きん頑張る
地区大会3位、中央大会で4位入賞

県教育長賞を受賞

らあ事皆議す昭和58年10月1S 

去
る
8
月
9
日
、
水
戸
市
と
き
わ
荘

で
、
出
同
日

uowg杯
英
語
ス
ピ

i
チ
コ
ン

テ
ス
ト
水
戸
地
豆
大
会
が
開
催
さ
れ
、

大
洗
高
校
か
ら
加
掲
4
名
の
生
徒
が
出

場
し
、
英
語
で
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
栗
原
寿
美
子

(
2
年
4

組
)
さ
ん
が
、
u

叶
宮
司
冊
。
日
)
}
叩
〈
〈

r
c

口
}Mmg四
四
品

Y
角
田

H

(

私
を
変
、
え
た
人
々
)

と
い
う
演
題
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
見
事
、

第
3
位
で
入
賞
し
中
央
大
会
(
県
大
会
)

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
は
出
場

す
る
だ
け
で
も
大
変
む
ず
か
し
く
、
水

一
戸
地
区
大
会
に
は
同
地
亘
空
高
校
中
、

よ
り
す
ぐ
ら
れ
た
別
掲
口
校
訂
名
の
生

徒
の
出
場
が
決
ま
り
、
大
洗
高
校
か
ら

ふ
れ
る
先
生
の
指
導
と
、
そ
れ
に
応

え
る
生
徒
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
の
努
力
が
結
実
し
、
特
に
、
最
近

に
お
け
る
各
部
門
で
の
活
躍
ぶ
り
に

は
尽
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
そ
の
成
果
の
い
く
つ
か

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
し

ト品、「ノ。

関山豊子・古井孝絵・大久保校長・栗原寿美子・

稲田洋子のみなさん

は
4
名
も
の
生
徒
が
出
場
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
勿
論
、
こ
の
陰

に
は
指
導
教
諭
矢
口
幸
恵
先
生
の
非
常

に
熱
心
な
ご
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
栗
原
さ
ん
は

8
月
初
日
に

η

と
き
わ
荘
。
で
開
催
さ
れ
た
中
央
大

会
(
県
大
会
)
に
出
場
し
、
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
日
頃
の
成
果
を
十
二
分
に

発
擦
し
、
第
4
位
に
入
賞
茨
城
県
教
育

長
賞
を
受
賞
し
、
大
洗
世
間
校
の
名
を
高

か
ら
し
め
ま
し
た
。
こ
の
快
挙
に
生
徒

は
も
と
よ
り
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
は

大
喜
で
、
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

中
央
大
会
の
入
賞
順
位
は
次
の
と
お

り
で
す
。

水
戸
地
区
大
会
大
洗
高
校
出
場
者

学

年

氏

名

2
年
間
山
島
晶
子

2
年

稲

田

洋

子

2
年
栗
原
寿
美
子

3
年

古

井

幸

絵

水
戸
地
区
大
会
出
場
校
と
出
場
者
数

校

名

人

数

校

名

人

数

水
戸
一

4
名

大

洗

高

4
名

桜
ノ
牧

4
名

緑

照

高

3
名

東
海
高

2
名
水
一
戸
一
ニ

2
名

茨
城
高

2
名

大
宮
工

2
名

水
戸
二

1
名

中
央
大
会
入
賞
願
位

順

位

高

校

名

第
1
位
竹
闘
世
間
校

第
2
位
水
一
戸
ニ
高

第
3
位
太
田
一
高

第
4
位
大
洗
高
校

第
5
位
土
浦
二
口
同

第
6
位
下
妻
一
高 大

宮
高

水
戸
農

2
名

1
名

122222 学
年年 年年年年 年

最
優
秀
賞
に
輝
く
吹
奏
楽
部

田
町
学
校
舎
一
義
ン
ク

iHU

左より

去
る
8
月
四
日
、
水
戸
市
民
会
館
大

ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
た
唱
和
臼
年
度
茨

城
県
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
大
洗

高
校
が
誇
る
有
国
先
生
率
い
る
吹
奏
楽

部
〔
斉
藤
行
広
(
3
年
)
部
長
、
部
員
品

名
〕
が
出
場
し
、
他
校
を
お
さ
え
堂
々

と
最
俊
秀
賞
を
獲
得
、
県
内
高
校
の
部

で
最
高
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

大
洗
高
校
吹
奏
楽
部
は
創
設
の
歴
史

も
短
い
中
で
、
数
多
く
の
立
派
な
実
績

を
積
み
重
ね
、
既
に
そ
の
笑
カ
は
県
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
の
定
評
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
栄
誉
は
そ
れ
を
如
実

に
裏
付
け
た
も
の
と
し
て
意
義
あ
る
も

の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

来
る
叩
月
中
旬
、
東
京
で
開
催
さ
れ

る
関
東
大
会
で
は
、
県
の
代
表
校
と
し

て
茨
城
健
児
の
意
気
を
大
い
に
示
し
て

も
ら
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
わ
ね
、
問
吹
奏
楽
部
で
は
、
創
立
叩

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
の
マ

i

チ
ン
グ
バ
ン
ド
創
設
の
決
定
を
う
け
、

昭
和
田
年
4
月
l
g
に
、
県
内
の
県
立

高
校
で
は
初
め
て
と
い
わ
れ
る

7
iチ

ン
グ
バ
ン
ド
を
結
成
し
、
呂
下
、
練
習

に
若
い
情
熱
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
前
に
そ
の
雄
姿
を
披

露
す
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
ご
期
待
下
さ
い
。

社
会
科
担
任
西
野
隆
先
生

全
国
剣
道
大
会
で
大
活
擢

去
る
6
月
8
8
、
県
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
第
沼
田
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

県
予
選
大
会
(
高
校
・
大
学
・
教
育
委

員
会
の
部
)
で
県
下
目
名
の
猛
者
逮
を

な
ぎ
た
お
し
、
見
事
個
人
優
勝
を
と
げ

ら
れ
た
西
野
際
教
諭
は
去
る
8
R
9

日
、
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
た
同
会
国
大

会
に
、
茨
城
県
チ
!
ム
の
中
堅
と
し
て

出
場
し
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。

試
合
は
、

1
回
戦
シ
!
ド
、

2
回
戦

対
熊
本
、

3
回
戦
対
秋
田
、

4
田
戦
対

栃
木
、
と
各
岡
市
の
強
豪
チ

i
ム
を
い
ず

れ
も
撃
破
し
準
決
勝
戦
に
臨
み
、
東
京

都
チ

i
ム
と
対
決
し
ま
し
た
。
対
東
京

都
戦
で
は
善
戦
し
ま
し
た
が
、

3
対
2

の
ス
コ
ア
で
惜
敗
し
、
東
京
都
・
大
阪

府
に
次
い
で
第
3
位
を
福
岡
県
と
わ
け

ん
口
い
ま
し
た
。

西
野
先
生
は
大
洗
高
校
剣
道
部
の
顧

問
で
も
あ
り
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

来
則
正
昭
@
藤
活
輝
彦
の
一
向
君

人
命
救
助
で
県
警
本
部
長
か
ら
感
謝
状

性
別

(
女
)

(
女
)

(
女
)

(
女
)

(
女
)

(
男
)

大
洗
高
校
3
年
生
の
米
川
正
昭
君
と

藤
沼
輝
彦
君
は
去
る
8
月
日
臼
の
盛

岡
明
、
大
賞
海
岸
海
の
子
下
附
近
の
遊
泳

禁
止
区
域
で
遊
泳
中
の
若
い
女
性
が
、

沖
合
印
市
川
(
水
深
3
i
m
)
位
の
地
点
で

溺
れ
そ
う
に
な
り
右
手
を
あ
げ
、
大
声

で
助
け
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
、

友
人
と
3
人
で
協
力
し
救
助
し
た
も
の

で
、
本
人
を
は
じ
め
皆
さ
ん
か
ら
大
変

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
警
察
本
部
で
は
こ
の
両
君
の

善
行
に
対
し
て
、
早
速
、
本
部
長
か
ら

感
謝
状
を
授
与
し
、
去
る
9
同
月

2
5
に

学
校
長
室
で
水
戸
警
察
署
長
か
ら
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

左
よ
り

藤
沼
輝
彦
・
米
川
正
昭
の
一
向
君

来
年
慶
か
ら

規
模
拡
大
さ
れ
る
大
洗
高
校

現
在
、
学
年
4
学
級
全
校
立
学
級
、

生
徒
定
数
五
回

O
名
の
県
立
大
洗
高
校

は
昭
和
白
年
度
か
ら
2
学
級
が
増
設
さ

れ、

3
年
後
に
は
学
年
6
学
級
会
校
日

学
級
、
生
徒
定
数
八
四
六
名
(
印
%
増
)

と
大
巾
に
学
校
規
模
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
田
年

度
中
に
本
舘
(
普
通
教
室
6
学
級
分
、

職
員
室
等
)
及
び
特
別
教
室
棟
(
地
学

教
室
、
社
会
科
教
案
、
美
術
教
室
)
の

増
築
工
事
が
行
な
わ
れ
、
施
設
設
備
も

一
段
と
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
に
躍
進
め
ざ
ま
し
い
大
洗

高
校
に
つ
い
て
、
大
久
保
恵
司
校
長
は

「
今
年
で
創
立
叩
周
年
を
迎
、
え
た
本
校

で
は
来
年
度
、
記
念
式
典
と
各
種
記
念

事
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
創
立
山
周
年
を
節
目
に
学
校
規
模

の
大
巾
な
拡
大
と
生
徒
数
の
飛
躍
的
増

大
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
ま
た
責
任
の
大
き
き
を
痛

感
し
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
内
容
外

観
共
に
面
白
を
一
新
し
、
建
学
の
精
神

を
復
活
強
化
し
、
新
ら
し
い
躍
進
を
開

始
し
た
い
と
強
く
念
願
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
本
校
は
優
秀
な
教
諭
障
に
恵

ま
れ
、
全
校
生
徒
の
意
気
も
大
き
く
盛

り
上
が
り
、
学
業
、
部
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
等
の
各
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
大
き

県英語指導主事関手CM匠F)
マーサ@イーストンさんの特期

講義を受ける2年2組の生徒

タト人教師!こよる英語の学習

な
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
力
と
気
遂
の
盛
り
上
が
り
を

跳
躍
の
一
つ
の
は
ず
み
と
し
て
今
後
、

名
門
校
と
し
て
の
伝
統
づ
く
り
に
勧
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
、

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
民
U

闇
県
消
関
職
員
柔
剣
道
大
会

去
る
9
月
3
日
に
第
6
回
茨
城
県
消

防
職
員
柔
・
剣
道
大
会
が
、
茨
城
県
武

道
館
(
水
戸
市
)
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
洗
町
消
防
職
員
も
、
日
頃
消
防
訓
練

の
傍
ら
、
体
力
練
成
の
一
環
と
し
て
行

な
っ
て
き
た
柔
道
・
剣
道
の
成
果
を
試

す
た
め
参
加
し
、
柔
道
団
体
の
部
(
参

加
ロ
チ

l
ム
)
で
克
率
優
勝
い
た
し
ま

し
た
。
な
お
、
柔
道
個
人
の
部
や
剣
道

個
人
の
部
で
も
良
く
健
闘
し
、
次
め
よ

う
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

柔

道
1
団
体
の
部
・
優
勝

出
場
選
手
(
先
鋒
)

(
中
堅
)

内

藤

彰

博

関

根

政

起

(
大
将
)

(
補
欠
)

2
偶
人
(
章
一
回
一
一
且
)
の
部

優
勝

平
山
瀬
一

回
山
圭
佑

関

根

政

起

剣

道個
人
(
無
段
)
の
部

3
位
一
長
我
部
源
次

3
位
山
本
大
二
朗

柔
道
団
体
と
億
人
(
重
量
)
の
部
の
優

勝
者
は
、
来
る
叩
月
6
日
「
8
本
武
道

館
」
で
関
か
れ
る
第
6
回
全
国
消
防
長

会
関
東
支
部
大
会
に
県
を
代
表
し
て
出

場
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

内藤彰1専・平山煩一・関根政起の各選手

左より 山本大二期・長我部j原次の荷選手

友より
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一中校舎内部改修工事総る

t~ 

長
く
、
そ
し
て
楽
し
か
っ
た
夏
休
み

も
終
り
、

9
月
の
新
学
期
を
迎
え
た
去

る
1
8
、
一
中
生
徒
の
皆
さ
ん
は
全
員

雑
布
を
も
っ
て
の
設
校
と
な
り
、
話
題

を
呼
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
休
み
の
期
間
中
を
工
期

に
、
釘
が
初
年
以
上
も
経
過
し
た
一
中

校
舎
の
全
面
的
な
内
部
改
修
工
事
を
行

な
い
、
こ
れ
に
よ
り
、
始
業
式
に
交
校

し
た
生
徒
た
ち
ゃ
関
係
の
皆
さ
ん
が
、

ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
に
校
舎
が
き
れ
い
に

模
様
替
え
き
れ
ま
し
た
が
、
見
違
、
え
る

ほ
ど
に
変
っ
て
良
く
な
っ
た
学
習
環
境

に
生
徒
た
ち
も
大
喜
ぴ
、
ぼ
く
た
ち
、

わ
た
し
た
ち
の
校
舎
は
自
分
た
ち
の
手

で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
大
清
掃
の
臼

も通う事皆お

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
司
、
竹
内
町
長
も
時
間
を
き
い

て
一
中
を
訪
問
、
中
村
校
長
の
案
内
で

各
教
室
を
廻
り
、
掃
除
に
美
し
い
汗
を

流
す
先
徒
た
ち
に
、
「
掃
除
も
勉
強
の

う
ち
、
一
生
懸
命
揖
除
し
て
自
分
た
ち

の
教
室
を
き
れ
い
に
し
、
大
切
に
し
て

下
さ
い
。
」
と
、
激
励
し
ま
し
た
。

な
お
、
学
校
で
は
、

9
月
3
臼
に

H

ゆ
と
り
の
時
間
H

を
利
用
し
て
、
全

校
生
徒
で
校
舎
内
外
の
草
取
り
作
業
を

行
な
い
、
更
に
、
明
る
く
き
れ
い
に
な

っ
た
校
舎
で
学
べ
る
喜
ぴ
を
テ
!
?
に
、

感
想
文
を
金
生
徒
か
ら
提
出
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

冊
減
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト

大
洗
チ
ー
ム
頑
張
る

第
8
囲
茨
城
県
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
(
湖
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主

催
)
が
去
る
9
月
日
目
か
ら
回
目
ま
で

(3)第142考

土
浦
市
内
の
3
球
場
で
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
お
歳
以
上
の

A
ブ
ロ

ッ
ク
と
年
齢
無
制
限
の

B
ブ
ロ
ッ
ク
合

せ
て
伺
チ
l
ム
の
県
内
精
鋭
チ
!
ム
が

出
場
し
遠
白
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
が
、

我
が
大
洗
町
か
ら
は
早
朝
ソ
フ
ト
の
大

洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
金
井
南
部

会
祭
)
の

A
リ
l
グ
優
勝
チ
l
ム
で
あ
る

梶
間
工
務
底
チ
I
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

同
チ
i
ム
は
大
洗
の
代
表
チ
i
ム
の

名
に
は
じ
ず
善
戦
健
翻
3
回
戦
を
勝
ち

進
み
、
大
会
最
終
日
(
目
白
)
の
準
決

勝
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

北
茨
城
市
の
チ
l
ム
に
情
敗
は
し
ま
し

た
が
、
第
3
位
の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し

た
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

楽
し
く
、
な
ご
や
か
に

師
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
さ
れ
る

去
る
9
月
四
日
(
汚
)
、
大
洗
ブ
ル
ブ

倶
楽
部
で
大
洗
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

(
石
井
藤
吉
郎
部
長
・
部
員
制
名
)

が
主
催
す
る
η

第
一
回
大
洗
町
民
チ
ャ

リ
テ
ィ
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
u

が
楽
し
く
、

な
ご
や
か
な
な
か
に
も
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
体
協
ゴ
ル
フ
部
で
は
部

長
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
、
毎

年
6
関
ブ
ル
フ
会
を
開
催
し
、
今
年
で

了
度
目
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

機
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
親
蕃
交
流

を
図
り
、
併
せ
て
老
人
福
祉
事
業
へ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
を
目
的
に
、
こ
の
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
白
、
午
前
8
時
に
打
上
げ
花
火

の
開
始
合
図
に
合
せ
て
、
イ
ン
の
1
番

ホ
l
ル
で
は
、

T
-
Vカ
メ
ラ
を
前
に
竹

内
宏
町
長
の
始
球
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
始
球
式
ボ

i
ル
は
見
事
に
、
車
問
い

爆
を
引
き
な
が
ら
緑
の
美
し
い
コ

i
ス

に
飛
ん
で
行
き
、
こ
れ
よ
り
競
技
に
移

り
ま
し
た
が
、
こ
の
ユ
ニ

i
ク
な
催
し

に
自
を
つ
け
た
N
H
K
で
も
、
早
朝
よ

り
取
材
活
動
に
入
り
、
そ
の
状
況
を
当

日
の
夕
方
、
ニ
ュ
ー
ス
6
時
加
分
で
放

映
し
ま
し
た
。
輯
の
う
ち
、
霧
間
模
様

だ
っ
た
天
気
も
す
っ
か
り
上
が
り
、
ゴ

ル
フ
日
和
と
な
っ
た
空
の
下
、
制
名
の

ブ
レ

i
ャ
!
の
皆
さ
ん
は
天
下
の
名
門

ゴ
ル
フ
場
で
の
プ
レ
ー
を
充
分
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
は
定
刻
よ
り
却
分
遅

れ
の
4
時
加
分
か
ら
ゴ
ル
フ
場
食
堂
で

行
な
わ
れ
、
主
催
者
の
挨
拶
の
あ
と
、

石
井
部
長
か
ら
竹
内
町
長
に
チ
ャ
リ
テ

ィ
(
金
却
万
円
)
の
鶏
口
五
が
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
成
績
発
表
と
入

賞
者
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
一
・
般
の
部

-
位
遅
塚
勇

2
佼
臼
井
恵
太
郎

3
位
士
口
問
英
一

4
佼

塙

嘉

幸

5
位

塙

嘉

幸

6
位
寝
泊
剛
司

マ
シ
ニ
ア
・
女
子
の
部

l
位
中
島
正
治

2
位
今
国
菌
雄

3
位
大
川
六
助

4
位
檎
山
清
春

5
位
早
川
満
穂

6
位
石
田
三
郎

か
っ
ぱ
天
闘
を
満
喫

磯
小
水
深
輸
銀
霊
の
よ
い
ZJa
一円んち

小林一博先生 小沼信之先生

ぼ
く
は
印
m
も
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ

た
ぞ
/
わ
た
し
は

m
m、
子
供
達
の
楽

し
げ
な
歓
声
に
、
小
沼
・
小
林
問
先
生

の
顔
は
満
足
そ
う
に
微
笑
ん
で
い
ま
し

た。
こ
れ
は
、
浜
の
子
で
あ
り
な
が
ら
泳

ぎ
が
で
き
ず
大
き
く
な
っ
て
か
ら
は
ず

か
し
い
お
も
い
を
す
る
、
と
い
う
話
を

深
刻
に
受
け
と
め
憂
い
た
小
沼
信
之
先

生

(
5
年
学
年
主
任
)
が
、
そ
れ
な
ら

ば
こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
達
を

泳
げ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
同
僚
の
小

林
一
博
先
生

(
3
年
担
任
)
に
は
か
り
、

真
家
護
校
長
に
進
言
、
賛
成
を
得
て
早

速
、
磯
小
水
泳
教
室
を
設
置
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

先
ず
真
家
校
長
は
町
営
プ

l
ル
の
無

料
入
場
を
町
教
育
委
員
会
と
交
渉
、
小

沼
、
小
林
両
先
生
は
、
他
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
い
な
い
子
、
ま
っ
た
く
泳
げ
な
い

子
、
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
子
、
を

条
件
に
生
徒
父
兄
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
町
教
委
で
も
趣
旨
に
賛
同

笈
休
期
間
中
日
日
間
の
無
料
入
場
を
許

可
し
、
生
徒
も
1
年
か
ら
6
年
ま
で

m

名
(
男
8
名
・
女
ロ
名
)
の
希
望
者
が

あ
り
ま
し
た
。

幸
い
、
生
徒
数
も
却
名
と
い
う
理
想

的
な
数
で
、
傭
人
指
導
の
か
た
ち
で
教

え
ら
れ
、
効
果
的
な
日
日
開
の
特
訓
に

c

。抗

入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
泳
げ
な
い
ど
こ
ろ
か
水
の

中
に
顔
を
つ
け
る
こ
と
も
出
来
な
い
子

供
達
も
、
先
生
の
熱
心
な
指
導
と
子
供

達
の
努
力
に
よ
り
成
果
は
メ
キ
メ
キ
と

あ
が
り
、
終
ば
ん
で
は
み
ん
な
が
背
泳

を
マ
ス
タ
ー
し
、
中
に
は
ク
ロ
ー
ル
、

平
泳
ぎ
の
出
来
る
子
ま
で
で
き
、
距
離

も
泳
げ
る
子
は
印
m
プ

l
ル
を
泳
ぎ
き

り
、
低
学
年
の
子
で
も
プ
l
ル
の
横
巾
、

m
mを
泳
ぐ
と
い
う
大
き
な
成
果
を
得

ま
し
た
。

真
家
校
長
も
予
想
以
上
の
成
果
の
素

晴
し
さ
に
、
「
来
年
度
も
是
非
こ
の
水

泳
教
室
を
実
施
し
た
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

大洗カラオケ親交会

官
民
も
終
り
に
近
づ
い
た
去
る
8
月
却

臼
の
午
前
、
大
洗
カ
ラ
オ
ケ
親
交
会

(
相
沢
清
次
会
長
・
会
員
幻
名
)
の
相

沢
会
長
と
塙
幸
7

ず
さ
ん
が
町
長
室
を
訪

れ
、
手
に
し
た
募
金
絡
を
竹
内
町
長
に

手
渡
し
、
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
カ
ラ
オ
ケ
親
交
会
が

結
成
後
初
め
て
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
を
、

去
る
8
月
日
日
に
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ

i
ル
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の

際
、
会
場
内
に
大
き
な
募
金
絡
を
置

き
、
来
場
の
皆
さ
ん
に
募
金
を
呼
び
か

け
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

募
金
箱
に
は
、
金
弐
室
内
四
汗
九
苔
四

拾
五
箇
也
の
議
官
憲
の
人
々
の
貴
い
義
損

金
が
入
っ
て
お
り
、
相
沢
会
長
は
「
町

の
中
央
公
民
館
の
一
隅
に
立
派
な
図
書

室
が
設
け
ら
れ
、
町
の
良
い
子
た
ち
ゃ

町
民
の
方
々
に
広
く
活
用
さ
れ
、
実
績

を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
の
、
児
童
図
書
購
入

費
用
の
一
部
に
お
使
い
下
さ
い

J
と
話

さ
れ
、
竹
内
町
長
も
「
善
意
の
皆
様
方

の
お
志
に
そ
っ
た
使
い
方
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
」
と
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
、

受
領
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
は
当

g
あ

い
に
く
の
大
雨
で
、
出
足
も
い
ま
一
つ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
会
場
の

ホ
i
ル
は
張
り
切
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん

達
の
熱
気
で
充
満
し
、
日
頃
の
練
羽
田

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
楽

し
く
有
意
義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
御
発
展
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。一

、
バ
ケ
ツ

東
宏
会会

長

55 
個

鴨
川
一
成
澱

(
会
員
却
名
)

秋
の
彼
岸
を
迎
え
、
社
会
奉
仕

の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
墓
地
の

備
え
付
墓
参
用
バ
ケ
ツ
を
町
に
寄

糾
問
さ
れ
ま
し
た
。

一
寸
引
引
引
引
引
っ
り
ー
の
疲
労
、
自
の
病
気
等
を
疑
っ
て
み
一

一
時
閣
濃
閣
i

一

⑬

引

で

判

v
i
-
-
。一

一

-
9
3
7
j
j

廷

闘

に

訴

え

み

と

き

に

は

一

一

痛

み

に

つ

い

て

(

そ

の

一

二

)

叫

ん

料

恥

ん

引

U
割
れ
る
よ
一

一
一
般
に
ケ
ガ
や
化
膿
で
腫
れ
た
り
う
に
痛
む

一
出
血
し
た
り
し
た
場
合
の
痛
み
と
わ
い
刊
脈
を
打
つ
よ
う
に
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
一

一

か

っ

て

い

れ

ば

冷

す

の

が

原

別

で

す

。

と

痛

む

一

一
ヤ
ケ
ド
や
ツ
キ
指
で
は
ま
ず
冷
す
の
付
し
み
る
主
つ
な
ピ
リ
ピ
リ
す
る
痛
み
一

一
が
痛
み
の
対
策
と
い
う
よ
り
救
急
処
仲
自
の
奥
が
重
苦
し
い
よ
う
な
痛
み
一

一
置
の
常
識
で
す
。
又
い
わ
ゆ
る
神
経
附
針
で
き
さ
れ
る
よ
う
な
チ
ク
チ
ク
一

一
痛
の
様
な
痛
み
や
急
性
の
下
痢
を
伴
す
る
痛
み
な
ど
と
表
現
す
る
よ
う
あ
一

一
う
腹
痛
で
は
、
そ
の
部
分
を
温
め
る
ら
か
じ
め
考
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
一

一
と
楽
に
な
る
も
の
で
す
。
一
般
に
働
@
頭
痛
、
頭
重
を
起
す
主
な
病
気
又
一

一

け

る

状

態

で

慢

性

に

続

い

て

い

る

腰

は

病

的

状

態

一

一
痛
な
ど
で
も
温
め
る
と
楽
に
な
る
こ

O
発
熱
に
と
も
な
う
も
の
i
風
邪
な
一

一

と

が

多

い

で

し

ょ

う

。

し

か

し

頭

痛

ど

偏

桃

腺

炎

一

一
と
か
腹
痛
が
起
っ
た
場
合
、
温
め
る

O
血
圧
に
関
係
あ
る
も
の
上
高
血
圧
、
一

一
べ
き
か
冷
や
す
べ
き
か
は
容
易
に
判
急
に
上
る
時
、
血
圧
の
急
な
下
降
、
一

一

断

で

き

ま

せ

ん

。

わ

か

ら

な

け

れ

ば

急

性

腎

炎

一

一
や
た
ら
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
た
だ

O
め
ま
い
や
意
識
障
害
を
と
も
な
う
一

一
風
邪
な
ど
で
熱
が
あ
っ
た
り
、
頭
痛
も
の
|
貧
血
、
脳
動
脈
硬
化
疲
、
一

一
の
時
は
ふ
つ
う
冷
や
し
ま
す
。
そ
れ
眼
精
疲
労
、
て
ん
か
ん
、
脳
媛
傷
、
各
一

一
は
そ
の
方
が
気
持
ち
が
い
い
か
ら
で
種
中
毒
、
ガ
ス
と
か
薬
口
問
(
農
薬
)
な
一

一
別
に
そ
の
こ
と
で
熱
が
下
る
こ
と
で
ど
、
白
射
病
、
神
経
的
な
も
の
と
し
一

一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
分
が
悪
け
れ
ば
て
、
て
ん
か
ん
、
神
経
痛
、
顔
面
神
一

一
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
す
。
感
冒
経
痛
、
歯
痛
、
外
傷
性
の
も
の
と
し
一

一
症
状
で
の
痛
み
、
ケ
ガ
の
痛
み
、
歯
て
む
ち
う
ち
症
、
心
身
症
、
頭
部
脊
一

一
痛
、
生
理
痛
な
ど
の
一
時
し
の
ぎ
に
椎
症
、
「
緑
内
症
、
あ
お
ぞ
こ
ひ
」
蓄
一

一
家
庭
に
あ
る
鎮
痛
剤
と
し
て
ア
ス
ピ
緩
症
、
中
耳
炎
、
鼻
炎
等
も
、
頭
痛
一

一
リ
ン
、
グ
レ
ラ
ン
、
セ
デ
ス
、
サ
リ
や
頭
重
を
起
す
し
、
よ
く
あ
る
も
の
一

中
ド
ン
な
ど
を
使
っ
て
み
る
の
も
構
い
に
二
日
酔
、
眼
鏡
の
度
の
合
っ
て
い
一

一
ま
せ
ん
が
、
た
だ
し
説
明
書
を
よ
く
な
い
も
の
等
か
あ
り
ま
す
。
女
性
で
一

一
読
み
け
っ
し
て
乱
用
、
多
用
し
な
い
は
月
経
前
と
か
月
経
異
常
、
更
年
期
一

一
こ
と
が
大
切
で
す
。
激
痛
や
頑
固
に
樺
筈
が
あ
り
又
生
活
の
リ
ズ
ム
の
乱
一

一
つ
づ
く
痛
み
は
も
ち
ろ
ん
不
安
な
場
れ
か
ら
起
る
も
の
や
、
燦
草
の
の
み
一

一
合
は
か
な
ら
ず
医
師
に
み
て
も
ら
い
す
ぎ
か
ら
も
山
山
て
来
ま
す
し
、
寝
不
一

一
指
示
を
受
け
る
よ
う
に
し
た
方
が
無
足
、
最
近
の
旅
行
ブ

i
ム
で
外
国
旅
一

一

難

で

す

。

行

の

時

差

ボ

ケ

な

ど

が

リ

ズ

ム

を

狂

一

一
き
て
各
論
に
入
り
ま
す
が
、
先
ず
わ
せ
る
因
子
と
な
り
得
ま
す
。
又
環
一

一
頭
痛
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
頭
境
の
変
化
i
映
函
館
と
か
デ
パ
ー
ト
一

一
痛
と
頭
重
を
ふ
く
め
て
解
説
し
ま
す
。
の
様
に
多
勢
の
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
一

一
頭
章
一
も
頭
痛
も
区
別
の
つ
か
ぬ
場
合
に
い
て
頭
痛
や
頭
撃
を
訴
え
る
人
も
一

一

が

あ

り

ま

す

。

①

突

然

は

げ

し

い

頭

い

ま

す

。

つ

づ

く

一

一
痛
に
見
舞
れ
吐
き
気
や
意
識
障
害
な
(
大
洗
医
師
会
・
提
供
)
一

一
ど
を
起
す
受

T
↓
く
も
膜
下
出
血

1
9
L
/
量
一
一

一

の

疑

あ

り

、

②

頭

半

分

だ

け

が

痛

む

品

騨

ウ

ミ

ど

E

，一

一
場
合
|
兵
頭
痛
ー
や
一
一
一
又
神
経
痛
、
村
山
ふ
デ
〈
¥
単
一

一

③

軽

く

て

も

毎

日

と

く

に

朝

の

う

ち

良

ん

動

寸

〈

一

一

頑

図

↑

に

つ

づ

き

め

ま

い

な

ど

を

伴

う

縄
J

凶

作

グ

/

一

一
場
合
I
↓

脳

臆

傷

、

う

つ

病

、

慢

性

ベ

ひ

可

mv、
一
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気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

〈
無
料
〉

一、

叩
月
白
日
(
火
)

午
前
十
時

1
午
後
三
時

と

き

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
一
ニ
踏
会
議
室
)

*
人
権
を
出
演
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
地
。
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

t-~ 

原
子
力
施
設
の
見
学
会

(
募
集
〉

ら

日
月
刊
山

g
は
砂
原
子
力
の
日
々
で
す
。

身
近
に
あ
る
原
子
力
施
設
を
、
皆
さ
ん
の
自
で
確
か
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

議うお

町
で
は
、
一
般
町
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
来
る
叩
丹
羽
目
(
水
)
に
次
に

よ
り
、
原
子
力
施
設
の
見
学
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

原
子
力
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

記
時
日
月
初
日
(
水
)

9
時
か
ら
日
時
ま
で

約
制
名

害容

O 

B 
O
募
集
入
賞

O
見
学
施
設

原
研
・
大
洗
研
究
所

動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ

i

東
北
大
・

J
M
T
R利
用
施
設

日
本
核
燃
料
開
発
K
-
K

O
参
加
費
無
料
(
昼
食
は
用
意
し
ま

す
。
)

大
洗
町
役
場
・
広
報
公
聴

室

電

話

的

5
1
1
1
附

(
内
線
)
加
・
倒

O
申
込
先

漁
業
セ
ン
サ
ス
に
御
協
力
を

i
i
日
月
1
露
骨
肉
縄
i
l

昭和58年10月1EI 

農
林
水
産
省
で
は
、
来
る
日
月
1
日

現
在
で
第
7
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
漁
業
に
関
す
る
国
勢

調
査
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
我
が
国

の
漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後

の
水
産
行
政
に
役
立
て
る
重
一
要
な
某
一
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
調
査
員
が
叩
月
下
旬
に

漁
業
開
関
係
者
の
お
宅
を
訪
ね
て
い
ろ
い

ろ
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査
し
た
内
容

は
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
お
り
、
外

に
漏
ら
し
た
り
税
金
対
策
な
ど
に
使
わ

れ
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で

漁
業
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
洗
町
役
場
企
画
室

電
話
的
5
1
1
1
・
内
線
出
番

暮らしを明るくするだめの

F行政相談』のお知らせ(無料@秘密)

茨城行政厳察局

水戸市北見町 1-11

TEL 7](戸 (21)3347

など苦情や要望などをお持ちの方は、気軽に地元

の行政相談員か行政監察局へご相談下さい。

。たとえば

登記、国税、年金、生活保護、環境衛生、農池、道路、河

川、建築、公害、その他一般許認可など。

また、国鉄、電電、専売、公団、公療、事業団等のことに

ついての相談。

。相談の申出は

直接、口頭で申し出られるのがよいのですが、手紙や電話

でも結構です。

役所の仕事について

験説明になっとくできない。

惨このようにしてほしい。

惨処寝がまちがっている。おそい。

惨どうすればよいか分らない。

験不親切な扱いをうけた。

町
民
卓
球
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

大
洗
町
体
育
協
会
で
は
、
町
民
の

体
力
づ
く
り
と
卓
球
の
普
及
を
図
る

た
め
、
下
記
の
通
り
卓
球
大
会
を
行

な
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

と

き

日

月

6
日
間
午
前
9
時

!

と
こ
ろ
第
一
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格
町
内
股
住
又
は
勤
務
す

る
方
で
中
学
生
以
上
。

参

加

費

一

O
O円
(
保
体
間
代
含
む
)

競
技
方
法
男
・
女
別
で
個
人
戦

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

競
技
規
則
日
本
卓
球
連
盟
公
認
規

射
に
よ
る
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
日
月
泊
目

白
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
験
生
申
長
一
同

で
、
体
育
協
会
卓
球
部
長
山
石
井
忍
宅

(
雷

7
2
3
1
7
)
又
は
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
(
岱

6
1
2
4

1
1
)
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

第
館
山
田

金
圏
商
工
会
諌
算
検
定

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
、
全
国

商
工
珠
算
連
盟
協
賛
の
珠
算
検
定
が

十
一
月
二
十
日
冊
、
大
洗
町
立
第
一

中
学
校
に
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
ど
な

た
で
も
受
験
出
来
ま
す
の
で
ふ
る
っ

て
ご
応
募
下
さ
い
。

O
受
験
日
日
月
初
日
午
前
9
時
l

o
場
所
大
洗
町
立
第
一
・
中
学
校

。
受
験
料

一

級

l
、
3
0
0
円

二

級

1
、
0
0
0
円

三

級

8
0
0
円

四
、
五
、
六
級

6
0
0
円

七
、
八
級

4
0
0
円

。
〆
切
回
目
月
幻
自
樹
ま
で

O
申
込
場
所
大
洗
町
商
工
会

電
話

6
局
1
7
1
1
番

※
第
四
山
田
次
回
検
定
日
は

日
年
2
月
山
日
同
で
す
。
申
込
は

日
年
l
月
日
日
幽
ま
で
で
す
。

大 洗 文 化 セ ン タ ー 10月分行事予定表

容催事内

自治労に加入する級合員の定期大会

開催場所名
一
大

事
一
定

催開始時間開 催 5

10月 l日ω lレ

10月4日(:)() 会J寅議

ホ

大会 議 室

会

港 湾 運 営 に つ い て の 講 演 会

葉耳労J白自9 : 00 

13: 00 

昭和田年10月21日(金) 午後 1 時~3 特

大洗町役場 1階会議室

相談日

場所

自動車運転免許の更新講習会を行なう

子供を対象にバレエ講習及び実技を行なう

大会議案

リハーサル室

運転免許託更新講習会

室教コ二レノ、

9 : 00 

13: 00 

10月 5臼(ヰ}

10月 6，13，
20， 27日(村

10月9S(日) 大会議室

ホル及び
リハーサノレ皇室

露首級ア?チュア無線技士養成講習会

カラオケ・きものコンテスト及ぴ
十 勝 花 子 歌 謡 シ ョ ー

寄席芸能鑑賞

13: 00 

きもの展示級売及びホーノレ内においてカラオケ十勝花子
歌謡ショーを催す

寄席

9 : 00 10月10日(月)

大洗町における交通事故の発生状況
lレホ13 : 00 10月 12 日 ~K)

(58.8月現在)
健康家庭の表彰式を行なう大会議室罰民健康保険健康家庭表彰式13 : 00 10月12日やM

数j成増前年同期年本
ル|大洗高校生徒による吹奏楽演奏会を催す

電子レンジによるいろいろな料理方法を学習する

ホ第九混大洗高校定期演奏会9 : 00 10月16日{日)

4(ム1)(62) 9 13 (61) 発生件数大会 議 室レ ン ジ 料 理 教 室電子13: 00 10月21日ω
ム1(( 5) 2 1 ( 6) 数者7E 

7 10(ム4)(85) 17 (81) 

※( )内は累計を示す。

“借用T日Ict突通安全の自"

負傷者数

ホ

10月23S(日)

10月29自白

作品の展示及ぴ線機絞売を行なう

ル j大労慣丁内の小・中・寓の!旦主主・生徒 e幼稚閣児・保有予斤題児・
i PTA有志、一般の音楽愛好者が日頃の練習の成果を発表示る

ル i身体障害者を招待しチャ附ーを兼ねて歌謡ショーを催す

ル i大洗町内小学校図年生から六年生対象に演劇鑑賞を行なう

大会 議 室

ホ

子供演劇l鑑賞の集い

あみもの作品展示・即売

第九回大洗町芸術文化祭音楽発表会

大 淡 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 歳 末 効
けあいチャリティーショー(竜鉄也)

10: 00 

9 : 00 

10 : 00 

① 13・00
② 18 :00 

10月22自由

“あなだが築く主主通安全"ホ10月30釘(日)

ハ

b
i
l
ワ
μ
Q
d
Q
d
1
A

お祝い電報はお早自に

11 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 月
/ / / / / / / / / / / / / / 
10 8 2 l 25 20 18 17 12 11 6 5 4 臼

手L 機 破三百 機 機 機 母 成 機 手L 破三百 機
事

能 {暮すア 日 官主 言E 歳 古E 人 告E 傷T?E 言E
児 回 lIt¥咳 図 国 ノ、 回 十主 病 回 児 風咳 国

{豆 一f呈 復
カ

復
ク

復 復
業

健 接ご手方子 月 中宮 健 接子sJ官司11 言11 百11 健 言11 ク、y 司11 司11
名吉会 練 稜 練 練 診 練 談 練 診 積 練

5主主主 す障害 主主 する害降 す障 1誇
する害障

妊 成
者する害者障

生生 生
者する害者提言後後 るミ害 後 る 筈

歳
婦

病者患人

後後 f去
7 2 者者 2カ4 者者 者者 者者 及 7 2 2カ4 
カカ で で で ノカ、 で び で カカ で 対

月月
機能

月
機ム目~ 議 機能面

母

豊後練

月月 月
能機I I 月児 f全 及 I I 

8 3 回 生
f思夏 復回 び 8 3 生 周

カカ f草 後 誕

復司11
カカ 後

f部旦
象

生
月月 自11 4カ8 

練訓を
言11

者著に

時立 月月 明
。〉グ〉

練を 月 練を 練を f主 のの

者月満の未

線を者者 未 .R; 者者
名必

者jの持
必 必、 必 必 必

要 要 要 望星 要 婆
と と と と と と

1 9 1 1 9 1 9 9 1 9 1 l 1 

戸イ時間メ寸ー， 2持 11時 2待 2時 11時 2時 11待 11持 2持 1U寺
時2時15 

2時 2時
時 15待。。 時 15時00持 00時 15時00待。。 時15待。。 時 15時00
15分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 15分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

郵
便
局
か
ら
の
お
勧
め

過
日
、
茨
城
県
観
光
百
選
の
選
出
等
で
も
推
祭
き
れ
ま
す
よ
う
に
、
科
学
万

博
に
向
け
お
客
さ
ま
誘
致
に
は
、
各
市
町
村
で
関
心
が
高
い
と
聴
き
お
よ
ん
で

お
り
ま
す
。
県
内
で
知
名
度
の
高
い
、
風
光
明
繍
な
大
洗
町
に
国
の
機
関
と
し

て
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
愛
願
を
い
た
だ
い
て
い
る
郵
便
局
と
し
て
、
少
し
で

も
町
の

P
R
に
、
ま
た
事
業
、
王
の
方
々
の
業
務
上
の
宮
一
伝
に
、
お
役
に
た
て
ば

と
思
い
左
記
の
絵
入
り
は
が
き
の
斡
旋
を
企
画
し
ま
し
た
。

か
蒙
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
u

の
た

め
の
一
環
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
大
洗
郵
便
局
に
お

間
合
せ
下
さ
い
。
(
大
洗
郵
使
局
)

(
宮

7
1
2
0
2
2
)
担
当
笠
原

祝
電
は
割
引
の
き
く
、

3
目
前
ま
で
が
お
と
く

す は の を 金で、 つ う
大 。 150前 電例が受おた鶴か結
洗ど円日話え 150It祝方亀 i婚
電 う 割 は で ば 丹 イ す い の や : な
報ぞ、引 550 E料 、 割 け 電 嬉 花 。 ど
電ごさ円し 30ヲiて 報 し 束 の
話 利 れ で 込 字 に お は さ を お
局用 400すみまな立、もあ 祝

く円がのでり主配ひし い
だ と 、 場 の ま 九 達 と ら の

合 お す 臼しつ 言
、る白、有 i 配のおた 葉
。 わ 前 配 い お 達 10で 封 を
け ま 達 電 苦 虫 日 す 街 電
て 、 で 日 報 弓 な 前 。 に 報

、ゴベ人二きiZ 立 E 
fU勝?、轟記浮rpで込 穆と}-去と電 達 し
! J~ ， ~ .，，，吋みイ¥る E:話 さ て
ーへ υ).J.竺A こ 空 局 れ み

ぐ門部-JJ!左足 2号 E 
委主ヰ モ L: 
ヤば室豆 、 が
￥電話受で
手報 13 け し

c 料「取よ
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